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第 1 章 思春期・青年期の心理臨床と主体と身体の関わり 
 







































































































































































































第 5 節 主観的な体験としての身体 











































































第 7 節 自らの身体との関わり方と自己感覚 
ここでは、心理臨床における身体の主観的な体験の仕方に焦点を当てた研究の中で、自ら
の身体への関わり方と自己の形成に着目したものをいくつか挙げてみたい。 








































































































































































































































































































































































































第 2 章 自らの身体感覚を自らの体験として意味づけることが困難
であった思春期女子の事例 
 










ことになったクライエントの事例として、事例 A について記述し、考察する。 
 
第 2 節 事例検討 






 第 2 項 事例の概要 













や対人関係での不安定さが施設の生活で A の問題とされていた。 
筆者との面接は、A が施設に入っておよそ 1 ヵ月後からはじめられた。1 回 50 分、2 週
間に 1 度のペースで面接が行われていた。この施設では入所時から主治医がついており、
医療的措置と並行して筆者の面接が行われていた。A との面接は約 2 年（総数 39 回）に渡
って実施された。 
 
 第 3 項 事例の提示 
ここでは、A との 19 回目から 22 回目のセッションを取り上げることにしたい。この 4




































 19 回目のセッション（以下、#19 と示す） 
#19 は、これまでのセッションのやり取りで A の態度や動作として非言語的に表されて












































































ころもあり、A が自らの日常の対人関係として語った A の在り様とは少し違った様相も感
じられていた。しかし、それは筆者が＜嫌なんだね＞と確認すると「嫌というのかな…？」
と引っ込めてしまうなど、意識化されるには未だあやうい部分であるように感じられた。 
20 回目のセッション（以下、#20 と示す） 













 こうしてあざについて語る A の様子は、#19 で目に見えない身体の変化を「なんでそうな
っているんだろう」と不思議そうに語っていた A の姿が頭にある筆者にとっては、目に見え
る身体の変化であるあざに直面したことで非常に戸惑っているように感じられた。 



































21 回目のセッション（以下、#21 と示す） 













































































































#22 から約 10 ヵ月後の終結時（#39）、これまでの面接における筆者とのやり取りを振り返
って、はじめは必要以上に相手に反応してしまっていたのだが、次第に自分にとって実感の
















当人の心理的な課題となっている様子が、この事例 A では表されていると言えるだろう。 
そして、A が自身の身体への関わり方に取り組むことと並行して、上記のような自己体験





第 1 項 A の体験変容 































こうしたことから、この 4 セッションで筆者に感じられた A の変化は、自らの身体に向
き合うことを介して自己感覚の高まりが起こっていったプロセスであったと考えられる。 
 





















 ここで A は自分の身体が自分のものであるという感触を得ていたのではないだろうか。
つまり、#21 で得た実感が#22 で見られた活動の自律化へと繋がり、自己感覚の回復という
A の体験変容を支えていたと考えられるのである。 











































第 3 項 クライエントの体験変容における身体感覚への意味づけの仕方 


























































































作用しており、2 つの体験が組み合わさって A は身体感覚の機能を取り戻していったと考
えられる。 
このように、身体感覚への意味づけの仕方から視てみると、「身体感覚の他者性」という
体験が、 クライエントの体験変容における 1 つの大きな分岐点となっていたと考えられる。 
 （4）心理面接における「身体感覚への意味づけの仕方」 















いるが、事例 A ではどうだっただろうか。 
この事例 A では、身体感覚への気づきは A が#20 で語られたあざや感情と涙の乖離を契
機に自らの体験に向き合うようになっていた中で深まっていったと考えられるが、A 自身
の語りとしてそれ自体が主になって語られることはなかった。セラピストである筆者から
すると A の変容を促す重要なものであったろうと考えられるのだが、A 自身の主観的体験
としては、語るべき重要なところは別にあったのではないかと考えられる。 


















第 4 節 まとめと課題 




























 第 2 項 事例 A の検討によって提出された研究課題 











第 3 章 方法 
 
 第 1 節 問題と目的 













第 2 節 方法の検討 
クライエントの身体感覚への意味づけプロセスを記述し、そのメカニズムを明らかにし




この 2 点について検討してみたい。 























































































































































































第 3 節 調査方法 



















第 2 項 調査場所 
 調査は静かな個室で行った。使用した部屋は普段は面接室として使用している部屋であ
り、その中でも課題を行うには十分な広さのある部屋を選んだ。 
第 3 項 調査構造 








考えられたため、この 2 つの点を統制条件として、4 種の立ち方で課題を行うことにした
（図 1）。つまり、1 人につき目の開閉×足の開閉の組み合わせによる 4 種の立ち方で複数の
場面設定をし、合計 4 場面での課題を行った。 
 
















       図．4 課題における 4種の身体条件 
開足 閉足 






第 5 項 調査手続き 

























第 6 項 調査データの処理 
表2．調査課題実施順序一覧
対象者 セッション1 セッション2 セッション3 セッション4
T 開眼開足 → 閉眼開足 → 開眼閉足 → 閉眼閉足
U 閉眼開足 → 開眼開足 → 閉眼閉足 → 開眼閉足
V 開眼閉足 → 閉眼閉足 → 開眼開足 → 閉眼開足
W 閉眼閉足 → 開眼閉足 → 閉眼開足 → 開眼閉足
X 開眼開足 → 閉眼開足 → 開眼閉足 → 閉眼閉足
Y 開眼開足 → 開眼閉足 → 閉眼開足 → 閉眼閉足
Z 開眼開足 → 閉眼開足 → 開眼閉眼 → 閉眼閉足
45 
 







第 4 節 分析方法の検討 
































をねらっており、この点からも M-GTA が有用ではないかと考えられた。 
























第 5 節 分析方法 
 調査データの処理で作成したデータを基に、探索的に調査対象者の「身体感覚への意味づ
けプロセス」を、 M-GTA の手続きに従い分析した。 




























 その際には、概念名、定義、具体例、理論的メモの 4 項目からなる分析ワークシート（表
2）を作成し、活用した。調査協力者 1 名につき、4 セッションとそれについての振り返り
があった。セッション中の語りと振り返りでの語りは別のものとして扱い、振り返りでの語
りはセッション中の体験を解釈する補助的なものとして扱った。 



































（対象者 V 開眼閉足セッションより） 
●「いやぁ、もう始めほんともうブレブレだったから、」＜うん＞「あ～、
まっすぐ立っとかんとと思って、」＜うん＞「頑張ってたし。」 

















第 6 節 本章のまとめ 













第 4 章 結果 ―身体感覚への意味づけプロセス― 
 











































  ～13 秒～ 
・ふくらはぎにとても力が入っていて、足の裏に意識が行くことが語られる。 










































  ～18 秒～ 
・1回目のセッションの感覚と比較するように、前セッションと同様に足の裏の指に近い部分
に力が入っていること、ふくらはぎにはさっきほどは力が入っていないことが語られる。 
  ～54 秒～ 
・さっきより大きく身体が揺れている気がすることが語られる。 
  ～32 秒～ 
・左右の重心のかかり方が違い、指がピクピクして気持ち悪いことが語られる。 
  ～19 秒～ 
・独り言のような声で重心が意図せず動いていると語られる。 








  ～62 秒～ 
・じわじわ感が無くなってきたことが語られる。ただ、報告して言うとまた出てくるような
気がすることが語られる。 
  ～48 秒～ 
・なんとかじわじわ感の無い状態が維持されていることが語られる。 



































  ～20 秒～ 
・体重が左の踵に乗っていることが語られる。 
  ～42 秒～ 
・たどたどしい口調で、ずっと身体が揺れていることと、重心が踵だけでなく左足全体に移
行していることを語る。 
  ～31 秒～ 
・肩甲骨の辺りのじわじわ感を訴える。前セッションほど強い感覚ではないと語る。 
  ～18 秒～ 
・左膝に力が入っていたが、身体が揺れた瞬間に力が抜けたことが語られる。 
  ～50 秒～ 
・首筋辺りのじわじわ感が報告される。 
  ～70 秒～ 
・背中辺りのじわじわ感が気づいたら消えていたことが語られる。 
  ～8秒～ 
・首筋辺りのじわじわ感も感じなくなってきたことと、後頭部の重い感じが語られる。 
  ～43 秒～ 
・じわじわ感が頭の横側を通っておでこの方に移ってきた気がすることが語られる。 
  ～61 秒～ 
・じわじわ感が無くなった気がすることが語られる。 
  ～28 秒～ 
・身体の揺れもあまり感じなくなってきたことが語られる。 



























  ～6秒～ 
・身体がすごく揺れて重心が定まらないことが訴えられる。 
  ～23 秒～ 
・定まっている感じはしないが、どちらかの踵には体重がかかっていることが語られる。 
  ～35 秒～ 
・肩のじわじわ感を語る。 
  ～68 秒～ 
・頭の方からじわじわ感が下りてきて、今は肩甲骨に感じると語られる。首筋に違和感を感
じることが報告される。 
  ～44 秒～ 
・左足に力が入っていると報告されるが、その後すぐに入ってましたと言いなおして、力が
抜けた感覚があったことが語られる。 





  ～26 秒～ 
・首のじわじわ感がしなくなってきたことが報告される。 




  ～40 秒～ 
・身体の揺れがおさまってきたことが報告される。 



















対象者 Z においては、4 つの条件で立ってもらい、その時の身体の感じをじっくり感じて





第 3 節 共通結果「身体感覚への意味づけプロセス」 
第 1 項 結果図の概要 


























































































































































































































































































































































したいというモチベーションが（主体の活動が）起こってくる（第 2 章の A はそのモチベ


















































































































































































































































●対象者 W 閉眼開足セッションの振り返り 































●対象者 W 閉眼開足のセッションの振り返り 
セッション中の身体が倒れそうな感じに対して安定を図ろうとしていた体験を振り返っ






















































































































































































































































 先の対象者 T の例とは逆に、自らの身体の働きに対して不安を感じ、自らの意図しない
自動的な身体の働きには“身”を任せておけない場合がある。 
 


















































































































第 6 項 意味のあるものとしての意味づけと自律化 
 
 身体感覚への意味づけのプロセスは、“ある身体的違和感が自分自身にとってどのような






































































































































第 2 節調査結果の例示で取り上げた対象者 Z の例でいうと、［自動への注目］は以下のよ
うな具体例がある。 
●対象者 Z 開眼閉足セッションの振り返り 
違和感として注意が集中していたじわじわ感がいろいろな箇所に意図せずに移っていっ








































































































































































































●対象者 V 開眼閉足セッション 
セッションに取り組み始めた場面と、しばらくセッションに取り組んで時間が経過した
場面での語りである。（間の語りは中略） 






んかでも、うん、足は 2 本ある感じなんですけど」＜うん＞「腕は･･･浮いてる感じ･･･です」 
 












































































































































































































































































































































































































































●対象者 T 開眼開足セッション 
この具体例は、先に≪安定の意味をめぐるイメージの形成≫のプロセスを説明するため

































































































































































































































































であるかを意味づける、主体の意味づけプロセスの 1 つであることを如実に表している。 
 
●対象者 W 閉眼閉足セッションの振り返り 

















●対象者 Y 閉眼閉足セッションの振り返り 




































































みられた 5 つの途切れ方を示す。 
 
◎別の身体的違和感への注意集中； 
●対象者 T 開眼開足セッションの振り返り 










































































































●対象者 W 閉眼開足セッションの振り返り 





































































第 4 節 バリエーション「感受した感覚をめぐって」 




































































































































































●対象者 W 開眼開足セッション 









































●対象者 U 開眼閉足セッションの振り返り 































































































































































































































































































第 5 章 考察 
  








ず第 1 節で、結果図を基に第 2 章で論じた事例 A のセッションについて考察しなおし、結




第 1 節 「身体感覚への意味づけプロセス」から見る事例 A のプロセス 
 まず、第 2 章で思春期・青年期の心理臨床における主体と身体の関わり方の課題を表す







第 1 項 安定イメージと解消すべきものとしての意味づけと働きかけ 





































また、第 2 章でも示しているように、この A の語りを聴いたときに筆者が感じていた A












 このような A の語りとその時の筆者の感触を結果図と比較すると、「個人の内的な感覚（つ
まり A にとっての身体感覚）など端において周囲の期待に沿って動くことが正しい事である」





















第 2 項 安定イメージの形成と場の影響 
 第 1 節で「安定イメージ」がどのようなものとなっているかが 1 つの着目点となると述



















































また、この時の A の語りを聴いたときに筆者が感じていた A の状態は、以下のようなも
のであった（第 2 章で示した筆者が感じていた A の状態をイタリック体で示す）。 
 












































こうしたことから、A の困難な体験を形作る 1 つの要因は、身体感覚のフィードバック
機能が働いていない状態にあるということであったと考えられる。A の身体に対する主体
の在り方と体験モデルでみられた主体の在り方の比較から、身体感覚が身体からのフィー





























第 4 項 自動への気づきと受容による身体感覚の機能の賦活 






たと考えられる。調査結果と A の体験の比較から、「身体の他者性」について考えてみたい。 




























































第 5 項 身体感覚との照合と体験の自律化 







 A の 21 回目のセッションでは、「人といると、自分の中で言葉がちゃんと出てこない…考え
が深まらない」というような違和感を語り、今の A の問題として筆者との間で取り上げられ
ている。ここから、人といるときの自分の感触を確かめるようにして行く様子がみられた。 










































































第 6 項 体験の自律化と安定イメージの再構成 
ここでは、［安定イメージの再構成］から第 2 章の考察で自らの身体との関わり方の再構
成として示した A の体験変容を考えてみたい。 
第 2 章では A の体験の自律化が起こってきたメカニズムを自らの身体との関わり方の再
構成として示した。ただそこでは、A の身体に働きかける主体活動の仕方の変化と、そうし







































第 7 項 結果図の活用の可能性 
事例 A のプロセスと調査結果との比較から「非臨床群の青年における身体感覚への意味
づけプロセス」の体験モデルの活用を考えると、事例 A のプロセスでは 1 つの身体的違和
感にずっと注意を向けてそれを語っているというより、1 回のセッションの中である身体的
違和感が問題として取り上げられ、セッションの中でプロセスが深まっていったと考えら
れる。第 2 章で取り上げた A の 4 セッションでは、19 回目から 22 回目のセッションにか
けて身体感覚への意味づけの仕方に関わる主体活動が機能していないためプロセスが滞っ
ていたのが、セッションごとに機能するようになっていき、21 回目や 22 回目のセッション
では、第 4 章で調査結果図として示した 1 つのサイクルが機能するようになっていたと考
えられる。 



















































第 2 節 体験モデルによる臨床事例の検討 
 この第 2 節では、筆者の自験例から 2 つの事例をピックアップし、第 4 章で示した結果




けプロセスの体験モデルから C の臨床事例たる体験について考察する。 
 
第 1 項 身体的違和感へ注意を向けられなかった男子 B 
【臨床事例 B】14 歳（中学 3 年生） 












 B とは中学校卒業までの約 1 年半（37 回）面接を行ってきたのだが、その中で身体的違
和感へ注意を向けることに関して、非常に特徴的な体験が見られた。その体験の様子を、2
回のセッションの語りから示したい。 




【臨床事例 B 19 回目のセッション】 











【臨床事例 B 20 回目のセッション】 














































第 2 項 自動への気づきと受容において特徴的な体験が語られた男性 C 




り、臨床事例 C を取り上げることにした。 












じにくかったり、思春期から青年期のテーマが窺われる様子であった。C とは、約 1 年間







































































第 3 節 調査課題の条件による体験の違い 
 本研究の調査では、眼の開閉と足の開閉という 2 つの身体条件によって調査対象者の体
験が異なることを考慮して、2 つの身体条件の組み合わせによる 4 種の課題条件における調
査を行った。第 3 節では、調査課題の条件による体験の違いを検討し、結果図として示した
体験がどのような条件において生起しやすいのか考察したい。 



















の体験の仕方を形作る 1 つの機能を果たしていたと考えられる。 
 






































第 3 項 課題条件の違いについて 








特徴的な体験であったと考えられる。ただ、第 2 章で取り上げた A の体験と比較すると、
「感覚なんてない」という自らの内的な感覚に目を向けにくかったと思われる語りや、内的































































第 1 節 調査の限界（臨床事例での発展） 
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